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女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
国
民
の
需
要
の
多
様
化
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
」
を
「
近
年
」
に
改
め
、
「
も
っ
て
」
の
下
に
「
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
か
つ
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

国
民
の
需
要
の
多
様
化
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
推
進
は
」
の
下
に
「
、
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
係
る
男
女
間
の
格
差
の
実
情
を
踏
ま
え
」
を
、
「
昇

進
」
の
下
に
「
、
職
種
及
び
雇
用
形
態
の
変
更
」
を
加
え
、
「
通
じ
て
」
を
「
通
じ
、
か
つ
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分

担
等
を
反
映
し
た
職
場
に
お
け
る
慣
行
が
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
て
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
男
女
が
」
の
下
に
「
、
男
女
の
別
を
問
わ
ず
」
を
、
「
協
力
」
の
下
に
「
と
社
会
の
支
援
」
を
加
え
、
「
を

整
備
す
る
こ
と
」
を
「
の
整
備
等
」
に
改
め
、
「
よ
り
、
」
の
下
に
「
男
女
の
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
条
第
三
項
中
「
差
異
、
」
の
下
に
「
労
働
時
間
の
状
況
、
」
を
、
「
縮
小
の
割
合
」
の
下
に
「
、
労
働
時
間
」
を
加
え
、

同
条
第
七
項
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

  
 

二

６ 

第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
は
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一
般
事
業
主
行

動
計
画
に
定
め
ら
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
九
条
及
び
第
十
四
条
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
第
三
項
中
「
差
異
、
」
の
下
に
「
勤
務
時
間
の
状
況
、
」
を
、
「
縮
小
の
割
合
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
」
を
加

え
る
。 

 

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
八
条
第
六
項
」
を
「
第
八
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 


